	テーマ
	アートセラピー入門　（２時間コース）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	お勧め文
	アートセラピー（芸術療法）は、芸術（表現）技法を心理療法の道具として用いるものです。その意味で表現すること自体が自己治癒的体験でもある治療的側面と、同時に表現されたものを読み解くアセスメントの側面もあります。様々な技法の実施は治療即アセスメント、アセスメント即治療と言うように同時に進められています。この講座ではスクイッグル法、ワルテッグ描画テスト、コラージュを実習し体験を通してアートセラピーの治療とアセスメントの両義性を学びます。

　　　　　杉浦　京子　【アーツセラピー研究所所長】

：実習で使用する指定のものを各自ご持参ください。

	開催曜日・

定員・受講料・場所・時間
	木曜日／定員４５名
／受講料１２，０００円／財団８階講義室／18：30～20：30 ［２時間］

	開催日

内容

講師（敬称略）

主な著書

など


	全４回　講師 ： 杉浦　京子  アーツセラピー研究所所長・臨床心理士・芸術療法士

主な著書

　　「臨床心理学講義　実習を通して学ぶ」単著　2002　朱鷺書房
「芸術療法2　実践編」共著　1998　岩崎学術出版社　　

「投映描画法テストガイドブック」共著　2005　山王出版　

第１回　２０１１年11月１0日　芸術療法とは、アートセラピーの理論

中井久夫先生の「芸術療法の有益性と要注意点」を中心にアートセラピーの基礎理論を学びます。　

実習：導入技法としてのスクイッグル法

■持参するもの：クレヨン又はクレパス　１６～２０色程度（色鉛筆・クーピーペンシルは不可）
第２回　２０１１年11月17日　芸術療法の諸技法・スクイッグル法の解説

描画、音楽、ダンス、箱庭、コラージュ、描画テストなどを取り上げ、スクイッグル法の解説をします。　

　実習：ワルテッグ描画テスト

■持参するもの：鉛筆２Ｂ～４Ｂ　好みのもの１本、シャープナー、消しゴム　
第３回　２０１１年11月24日　描画テストと治療・ワルテッグ描画テストの解説

秋谷たつ子先生の「図形テストと非構造テスト－投映の理解と臨床マナー」を取り上げ、描画テストと治療の関係を学び、ワルテッグ描画テストの解説をします。　

実習：コラージュ

■持参するもの：雑誌などからの切り抜き（好きなもの、気になるもの等大中小合わせて、３０～５０枚程度）または不要の雑誌２～３冊、のり、はさみ
第４回　２０１１年12月　1日　コラージュ療法の理論と実際・まとめ

　コラージュ療法の治療的要因や作品の見方・解釈を、体験を通して学びます。

　実習：グループワーク


精神保健【夜間講座】　講座No.１１０１２　　＊延期となっていました本講座は下記日程に決定いたしました。
